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市民対話の実施状況について



第１期ワークショップ・第２期ワークショップの概要

市庁舎現在地利活用基本構想の検討を行うにあたり、第２期のワークショップとして『～ボードゲームを作って鎌倉の

未来を考えよう～かまくらみらいワークショップ（鎌倉市庁舎現在地利活用版）』を実施

（参考）第１期ワークショップ

・令和３年3～10月

（全５回）

・公募市民38名

（延べ参加人数 116名）

・新庁舎の役割と市庁舎

現在地のあり方を考え、

想いを伝える媒体として

ポスターを制作

▼第２期ワークショップ

・令和４年2～３月

（全３回）

・公募市民37名

（延べ参加人数 87名）

・みらいの鎌倉を担う若い世代

の参加者が、”市庁舎現在地”

を中心とした鎌倉駅西口エリア

のまちの歴史を学び、

ボードゲーム作りをとおして、

将来の利活用について考える

ワークショップ

（参考）第１期、第２期ワークショップのスケジュール

第２期ワークショップチラシ

第１期ワークショップチラシ



第２期ワークショップの工程

全３回のワークショップをとおして、『あなたの人生の物語 in 鎌倉』ゲームを制作

第２期ワークショップの工程



第２期ワークショップで制作したボードゲーム

参加者が作成したボードゲーム（各グループ１枚。全７枚。）をもとにイラスト化。

市ホームページなどでの公開を予定しています。

参加者が作成したボードゲーム

参加者が作成したボードゲームをもとにイラスト化



第２期ワークショップから得られた意見やキーワード

ボードゲームの制作を通して、鎌倉市での

暮らしのなかでどのようなことをしたいか、

また、どのようにありたいかといった意見や

キーワードを抽出、市庁舎現在地に求める機

能と合わせて、「地域への参加、貢献」、

「鎌倉の情報発信」、「支え合い、ケア」、

「コミュニティ、交流、居場所」といった四

つのポイントで整理しました。

第２期ワークショップから得られた意見やキーワード第２期ワークショップのレポート（作成中）


